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はじめに

　経鼻の労鶴総合運動はいまや大きな転換鶏をむかえてい都駐．それはさしあた鯵以下の諸点に要

約されるであろう。

　第iに，いわゆる戦後冷戦体鰯の崩壊によって蟹際労働縫合紛織の再編解すすもうとしているこ

とである。すなわち，戦後東西繋統の重要な一翼を摂ってきた燈舞労連（鍵舞労働緯合連震並

W欝丁ぴ，弱年結成）と国瞭濤由労連（蟹際農由労働縫合連合霊鎗欝TU，4§年結成〉の競合関係

は，ソ達をはじめとする社会主義諸国の深灘な危機状混に連動した盤罫労連の事実上の解針状溌に

よっておわろうとしている。

　第2に，戦後の蟹家独ξ資本主義体鰹のもとで展聡した多国籍企業の一般化や，さらには露C統

合の深紅など都，一国的労働運動の罎雰をあらためて明らかにし，蟹際労働縫合羅織の新しい編成

基準や新しい活動分野の展醗をもとめていることである．たとえば，ヨー鷺ッパ労連（ヨー獄ッパ

労働懸念連合霊ET置JC，73年結成〉は，E2C綜一質ッパ経済共鋳体，58年結成〉やEFTA

（ヨー冒ッパ甕密貿易連合，鱒年結成〉の成立に対癒するさまざまな労働組合統合の動きの延長上

に成立したものであ鯵，EC統合の深化に馨癒した金ヨー雛ッパ的規模での霞常的・統一的な活動

がますます重要になっている。この種の大陸焼摸的総織には，アフ墾力労働継合統一機構｛OATU馨，

73年結成〉や，国嶽自由労連の地域緯織など漆ある。

　第3に，各麟レベルでの労働戦線もまた，内外構勢の変化や産業構造等の変化のなかで，さまざ

まに溝長と再編を経験しつつある。全体的状貌としては，後会主義の権威失墜，労働者政党の後退，

大企業・猛毒資本による労働総合支醗，経済のサーどス化と第三次産業の拡大，婦人・パート労

働者の急速な増大など歩，労鍵縫合の空鴻化と纏織的後退をもたらしている。そして，β本におけ

縫〉鯵88年懲鍔の縫会政策学会第77羅暴発大会隷，薪転換期に立つ労働運動達を共通論題にして簾維さ轟た。筆

　者は聴アフ穿力にお謬るアパルトヘイト俸鰐の亀機と労働運動謹の鞍告を行なった。ぎ転換幾に立つ労鱗運

　動毒（啓文縫，欝8§年｝を参窯．
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る総評紹本労働縫合総評議会〉の解散とζ親連合（嚢本券働緯合総連合会〉の結成（89年）も

また，こうした量界的・羅内的な動病の一構域要素といえよう．

　さて，本稿は以上のような大混混にたって・アフ暴力における労働総合運動の一蟻をうかがおう

とするものである．そこには，童舞的な共通項とともに，アフ墾力種霞の諸鶏題も堰驚見えるはず

である．ただし，アフサカは5§寿蟹をふくむ広大な地域であむ，新値疑地大縫iまとしての歴史を共有

しながらも．さまざまな地織的差異も少なくない。したがって，各国の纒懸事擁を網羅的に鍾べる

ことは披講的・資料的にも靉靆であ蓼，以下では全体験浅にかかわる中心的な事擁をひろ》、ながら，

全体的な総鬚を試みることにしたい｛2｝。

王　植民地支配と労働運動の発生

　イギジス産業革命量こはじまる資本主義酌量罫捧舗の形成と登展にお躰て，アフ夢力は不再欠の歴

史的役割を果してきた。すなわち，一説にはi億人にも達したといわれるアフ撃力からの入舞略奪

（鮫隷貿易）は，ヨー灘ッパ，アフ夢力，アメ撃力大陸をむすぶ三角貿易をつうじて．資本の本源

的蓄積と産業革命のための重要なテコとなった。嫉隷貿易はアフリカの縫蝿的な入舞減少と生産力

の後退，さらには新たな内部蝿立（妖隷狩瞬ま主として黒人内部の種族鶏戦争として鰹織された〉

とさまざまな後会的荒廃をもたらした。そして，懲僅紀宋にかけて麓罪資奉主義が産業資本主義援

賠から独ξ資本主義段購に移行するとき，ヨー縫ッパ列強によるアフジカ支翫は，その澄岸部支配

から内陸蔀全体におよぶ全面的な領土的分割に発展し，帝国主義による植費地主義の支醍体麟麟展

離する．

　この帝羅主義麟櫨長池支醍のもとで．纏民地の経済は本国経済に構造的に健属させられ，本麟へ

の原料資源の輸鐵，本麟からの商品・資本の輸入解離飽的に強灘されることになった。このため，

本麗藍晶と競合する植畏地産贔はきびしく擁猛され，逆に特定産品の生産と僕鐵が強麟された。ま

た，植民地支醍の絋大は，遂雛・鉄道・港湾などの建設，鉱幾・農園などの経営，勃資の輸送など

に老大な労働力を必要とした。そ轟は現鍵入（黒人〉のほか，インド・中国などからの年期契約（苦

力〉労働者などによってまかなわれた。

　現地人に労働力の提供（縷人のための労働）を強いるために，いくつかの方策がとられた。すな

わち，植費地権力による直接的な（あるいは現地人首長・長老をつうじた闘接的な／徴発，証人労

働，労働税（つま静夫役〉，人頭税や小渥税などの現金徴税による低賃金労働の強麟，白人農醗主に

よる居住・家藷餓鳶詩魂と瞬きかえの労働地代の要求，賃労縁参燦を条鐸とする原住疑指定地からの

移動許可舗度などであ穆，さらには依然として襲来とかわらない嫉隷麟度も存続してきた。また，

こうして発生した賃労働についても，①それが畿稼ぎ型の一時的賃労働に麗定されたこと，②よ警

多く働かせるためによ鯵低賃金が強麟されたこと，③賃労働者としての基本的権利を全く否定されて

きたことなどによって，およそ霞宣した労働者躇綴の形成を醗幾されてきた．かくして，アフ登力に

（2）麟潅でふれた醗究大会にむ継て，盛擁筆者ぶと鞍あげるべく窮待され・たのは「アフ彗寿の労簿運動量であ

　つたが，浅学にしてそれに癒えき為なかった。本稿絃この寝題への接逓の第一歩であ穆たいと藪っている。
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おける強鰯労鶴や娯隷労働の存在は，第2次大戦後の穂残地の独立類までつづくことになる。現地

人労蟻者の地種の低さは輸入労暴者にたいする娠隷的取掃いにも連動し，それが新にふれて蟹際

問題にもなった。いずれ，にせよ，植費地支翫と有色人蔑視，そして労働形態の低鍾姓（単純肉体労

働欝中心）がこのような労傷襲係を維捺させる条件にもなってきた。

　とはいえ，本蟹霧霧あるいは童舞毒場と結びついた纏昆地経済の髄大纛，璽地人賃労働者（賃労

働経験者〉の繕を厚くするとともに，本醗経済や選舞経済の影響をますます大きくうけるようにな

る。した摂って，現地人労働者におしなべて無権罵・抵賃金・不熟練労働のみを割善盛てるだけで

は事態に薄癒しきれなくな静，本国文化（識字能力や生漬習穫など〉を鉢得した購化雄浸や伝統

的支麓緩などを中心に現地入の都策定義者潜ひろ潜む，都霧労働者も漸次i形成されてくる。また．

第i欧大戦とロシア革爺，国焼連盟や廷0（震源労働機§靱の設立などを契機に童舞駒焼穫でひろが

鯵はじめた長生主義と民族解放の息吹が．本蟹などに遊学した一部先進分子をつうじて．アフ勢力

にももたらされ．ることになった。そして，第2次大戦はアフ弾力植疑嬉をも動員した総力戦であっ

た。第i次大戦にもまして多くのアフリカ人が大陸の内外に鍵草し，職後帰還した綾らは，労働運

動や漢族解放運動の縫い手として重要な役割を果すことになる．戦後の労働運動は民族解散運動と

も結合して飛躍的な発展をみせる。

　かくして，アフ夢力における労働運動の歴史は，①欝蕊年まで（実質的紅はいわば爾大戦潤期〉，

②至聖5～総年（いわば費族解放運動期〉，⑤ig総年以鋒（いわば独立以後期〉に大きく時蟻挺分で

きるであろう｛3》。あるいはまた，以上の涯分のうえに，第i次大戦の終結縫鱗8年／とOA孚UU

の結成（ig73年〉を小露難として追擁することができるかもしれない。もちろん，こうした時期数分

の妥峯性につ恥ては，さまざ塞な部分的飼外をふくんでいる。たとえば，爾アフ姿力や爾雛一デシ

ア（翼ジンバヴエ1のような白人入縫地でかつ鉱毒縫帯であったところや，サベ夢ア（欝翻年独

立〉のように特殊な縷i史的経緯をもつところなどでは，第i次大戦以蕪にも労働運動麟存産したし，

漢族解敏運動（と労働運動の結合〉が第2次大戦直後の焉年闘にかぎられなかったことも露瞬であ

る。また，宗主醗のちがいやその植野地政策のちがい，各植浸地癬もつ羅有砂諸事情なども，労働

運動の形成と展擬にさまざまな影響を与えたはずである。

2　薦大戦闘期の労働運動

　アフ夢力における労働運動はすでに鎗経緯末から記録されている、たとえば薄アフ夢力では，ダ

イヤモンド鉱山や金鉱撫の翻発によってイギ婆ス炭鉱業などから導入された熟練労饒者たち溺独露

の綾織を形成し，経営者にたいして経織の承認と職域保護（無人労働者の参入防止〉を要求してい

る。また，露人労働者たちは，ダイヤモンド鉱山での検身麟度（窃盗防止〉摂彼らにも適罵されるの

を振否してストライキを行なった。一方，露盤紀末には待遇の劔蓼下げに抗議する黒人労働者のスト

（3〉Wo璽A懸盤雛，懸e箕aδεt｝胸糞鍵ovε贈無t旗A撮ca，野紛擁sea磁Per驚糠鎌ce，至97§，夢．iもほ繧

　購綴の時期褻分を蕎なっている．なお，アフ夢力労働運動史上の事象に臠する以下の叙述は，本書をはじめ内

　外の多くの文灘・資料を参熱した．

一39一



嚢　　学　　譲　　集 第59巻第6号

ライキも発生した。

　また，蕪アフ夢力は匙蓬的にもヨーロッパに近く．そのため比較的早撮に纏畏地化され，黛人労働

者の発生も阜かった。かくして，鰺74年にはアフ夢力史上もっとも畢い黒人労働者のストライキ嚇シ

エラレオネで発生している。また．ラゴス植費地（現ナイジェ夢ア〉では，97年に公共部鍔の労働者

や病院守籍のストライキ，聾競年と艇年には鉄道事務員などのストライキ解発生し，鴛年には最初の

労働懇合麟成立した，しかし，桂費地支醐への抵抗運動の率心は伝統的権威をもつ首長や長老を中心

とする暴動・反乱などであ吟，賃労働者は躇綴的にも未確立であ静，経織的にも未分乾であった。

　したがって・南アなどの先駆的・特殊的な縫外を麟にして，アフ壁力でともかくも独霞の労働継

合や労傷運動摂めばえるのは第i次大戦後においてである．第i次大戦はアフ撃力をも戦場と化し，

アフ夢力人にも大量鍛璽と鍵軍，村落の破壊，餓餓などの犠牲を強いた．ベルサイユ講穣条約隷，

アフ塁力における全ドイツ頷を没薮し，麟設された醗際連蟹の委錘統治領とした。蟹連憲章では，

委任統治穎や穂蔑地における民盤海上がうたわれ，，麟連の下部機構として設置された脱0において

も植疑地労働者の地種海上に注意窪むけられることになった。もちろん，これらの建羨とその実動

姓の潤には大きなひらきぶあった炉，ロシア葦命の成功や疑義解放運動の高ま吟への繋応としての

悪辣は萌らかであった。また，ベルサイユ会議にあわせて，鯵年2罵に第麦露の溌アフ夢力会議が

ひらかれ，アメ夢力系無人の主導のもとに，内貸ブやアフ筆力からの代表も参撫して，纏民地の疑族

自決権などをうったえた紛。そして，こうした懸濁下に大戦闘驚の労働運動がひろ善報はじめる。

　西アフリカでの賃労働の中心は，落花生やココアなどの叡穫嬬に集幸する灘稼ぎ型の季籔労働で

あった．こうした鐵稼ぎ型賃労轍は鉱毒労働についてもみられ，その極端に縫い舞雇い賃金は戦後

不溌のなかでさらに瞬き下げられ，そうした不満を背景紅各地の鉱鐡で霧然発生的なストライキが

発生した．また，シエラレオネ鉄道の労働者たちは緯年にヂ戦時ボーナスまを要求するストライキ

を成功させ，それ，は縫の公共都響の羅給労働者のストライキに波及した．26年に葬公認の労働紐合

を結成した鉄道労働考は・労働条件の改蕃を要求するストライキを行ない，これを英領西アフジカ

醗疑会議｛餐CBWA，西歎型教育をうけた新工夢一ト屡麟2§年紅結成〉が支持した。ラゴス纏蔑地で

は欝年から鉄道・港湾・公共部霧でストライキがひろ力懲，総年代にも鉄連・鉱山などでのストラ

イキと緯合結滅ぶ記録されている、鉄道労働者のストライキは25年にフランス傾覆アフ夢力でも発

生し，黒人兵士が弾蔑墨動を捲否したために，纏民地峯局も譲歩を余儀なくされた．このように，

植疑地労働者の騰争は容易に反植費地震争に発展転髭する可髭性をはらんでいた。

　このため，宗主国政府と植残地蜜局は，弾涯と懐柔の二面敬譲をとらねばならなかった。事実，

2舜年代にはイギ穿ス領西インド諸島（力夢ブ）において無人労働者の大鏡摸な暴動が指次ぎ，つい

に労鐵縫合権を獲得していた。そして，その影響がアフ撃力にまで波及することを恐れたイギ夢ス

植残地省は，講年の通達によって労働鰹合を公認する据置の実施を各植浸地当緯に指示した。しか

（4〉灘アフ夢力会議は，第i醸1欝欝年2鴛，第2騒需欝欝年8～9月，第3露薫ig23年貸～鴛鍔，第4騒竺

　臆27年8舞，第5騒篇ig45年鐙層，の5暴にわたっていずれもアフ琴力外でひらかれた．会議の決議・宣言

　等につ恥ては濾野趣央羅匿アフ夢力蟹綴翼係資料集薯（喜鱈堂，欝75年〉7～欝ページ，および罫アジア・

　アフ弾力講痙第4巻－A・A醗究のために書（勤草書罵，i鰯年）i欝～毘3ページなどを参窯．
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し，多くの場合，植畏地当燭や誉人入植看たちはこうした通達を無視し，それを実施しようとする

者を撲斥した。ともあれ，イギ夢ス領講アフ夢力では欝年代に相次いで労働総合法令が公庫（32年

ガンどア，39年シエラレオネとナイジェ夢ア，壌年ゴールド罵コースト〉され，労働縫合漢麟度上

合法化された。こうして，欝年代には主として鉄道労働者と公務労働者越大きな縫合を形成した．

38年には植民地省の労働撞当顧弱撰任命された。

　南アフ夢力では，すでに緯糧紀宋から鉱山業の発展によって白人労働運動が成立していた。そし

て・戦後不浅誕録応ずる鉱出合遷化（無人職種の拡大，無人労鍵者比率の拡大〉にたいして，22年

には空離の鉱露ストライキ解発生しだ5）。しかし，ここでは白人労動者の霧得権の侵害だけ漢意識

され，白人労資驚の縫いにとどまった．穫界大戦はまた南ア土蕃の蒲工業を発展させる契機となった

麟．戦時インフレのなかで欝年には黒人の港湾・鉄道労鶴者のストライキが成功し，2食年には黒人中

心の商工労働考総合｛董C轡が結威され，さらに28年には各種の縫合によって非ヨー寂ッパ人労働組

合連蟹（養2FT慧》が結成された。　しかし，3（｝年代の恐競・下洗期睾こは，白人優越誼黒人携縫玉体簿窪の

確立と黒人労鰻者の鐵稼ぎ的性格のもとで．黒人労働運動は大きく後退した。また，購雛一デシアで

は，大戦麟の鎗年に黒人労働春によるワンキー炭坑ストライキがあ瞥，20年代には南ア麗群の饑

きかけによってローデシア商工労働者維合（欝C欝が結成され，総年代半ばまで活動した．

　東アフ撃力のケニアでは，高原の優良地が窪人入植者に轟有され，蕪入は小作人兼鐵稼ぎ労働考

の地｛熱こたたされた。纏疑地盛局は，欝総年の主鍵令．欝年の居住原住民令，騰年の原住浸登録令

などによって，患稼ぎ型賃労働や労働地代鰯度の維持をはか移，労働者購綴の形成と労働運動の発

生を防蓋しようとした。ここでの欝欝運動は，欝盤紀末のウだンダ鉄道建設幾から本格的に導入さ

れたインド人の捲導によって欝年代から本埜免した。

　第2次大戦は，アフ嬰力の戦争動員の点で第圭次大戦をはるかにしのぐものであった。よ蓼大量

のアフ夢方人兵士瀞，大陸内はもとよ管，中東，インド，葺一口ッパでもr疑主主義まのために麗

つた。また，大戦はアフ撃力自体にも大量の戦時労働力需要をもたらし，労旋紛争を発生させた．そ

こで，イギ夢ス議会は鎗年に嬉民地灘発癌縫法を麟定し，擁民地における労働総合権の保護，公董

賃金条項の実施，M才未満児童労働の禁止などを義務づけた。かくして，イギ撃ス領の各種蔑地に

おいて，労働法令の麟定，労働省の設置，労働監督官の任命，労使紛争麺理機梼の設置など潜根次

いだ。もちろん，これらの一連の改革は，新たな統鰐と懐柔のための手段でもあった。ともあれそ

の結果．大戦中から各櫨浸地で労働鯉合の結成と登録がひろ書勝，戦蒔インフレに抗議する賃上げ

や最低賃金改訂のためのゼネストぶナイジェ夢ア，ゴールド需コースト（醗ガーナ〉，ケニア，タン

ガニーカ（堤タンザニア〉，ウだンダなどで成功した．植民地当扇は，ゼネストの経済的動機ととも

に，その政治的意義をも認めざるをえなかった。

　フランス領では，本籤における36年の人民戦線政癖の成立によって，穂民地における労働経合も

合法化されたが・その構銘政策の伝統（フランス語の読み書きのできる考だけ解縫合に癩人できる〉

を維持したため，大衆的な労働縫合の成立は44年8薄法令麟だされる大義末期まで実現しなかっ

た。購アフ撃力でも，大戦摂はじまると穣藩工業燐鉱太し，黒人労働青め都欝流入がうな麟され，

（5〉擁穣「購アフ夢力における嬉22年ランド・ストライキ」（蓼漢学論集盛第謎巻第2号．エ繋2年〉を参熱．
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臨　　学　　誰　　集 第5§巻第6号

羅人労働運動が復活した。数年には非ヨーロッパ人労働経合評議会IC饗ET｛」〉が結成され，その主

力縫合となった姐年結成のアフ夢力人鉱嶽労働者継合（A醗W轡は，弱年の大ストライキによって

戦後の南ア鋳勢に大きな影響を与えることになる．

　かくして，第2次大戦までのアフ婆力の賃労鐵者は，鉱毒，鉄道，港湾，農業さらには公務労働

や一部の商工業に雇罵されていたが，その絶鰐数もかぎられ，その多くが鐵稼ぎ的姓椿〈艦長罵労

鱗者の二重性格／をおびておむ・低賃金・不熟練・無権舞・不安定雇絹のもとにおかれていた。し

たがって，いまだ労働縫合や労働運動の存在ぶ一般化するにはいたらなかったが．賃労働者として

の集積度の箆較的高かつた鉱山労働者や鉄道労働者が，大戦閥期における労働運動の主要な捲い手

となった。破らの運動は植民地的な搾取への鬻いであったが幽えに，匿接的には経済的動機にねざ

すとともに，つねに敢治的な意義をはらんでお参，しばしば政治運動と結合した。そして，その政

治運動の中心を握ったのは伝統的捲導縷とそこから灘生した新工夢一ト緩（西歓型教畜によって植

蔑地宗主羅に楽ぱ構化した人たち〉であ穆，いまだ植残地の独立よ瞬も纏疑雛住疑の政治参擁・藝

治・長生海上をこそ要求していた。

3　戦後漢族解放運動と労働運動

　第2次大戦が戦後のアフ筆力椿勢に与えた影響は絶大であった。大陸の内外で従軍したアフ夢方

人兵士は，その戦場体験をつうじて白人神議や白人灘ンプレックスを克醸していった。アジア戦線

では露らの独立達成のために鍵草するアジア人兵士から多くを学んだ。復員した兵士たちは，従来

と変わらない差懸と貧器，失業という現実を裏えにして．各地で組織をつくり，街頭デモを行ない，

植民地支露盤こ反難ずる政治運動や労働運動の発展に大きな役儀を果した。また，妬年欝月に結成

された盤葬労連は植民地における労働繕合の結成に積極的にかかわっていった．時を羅じくして露

年ぶ瞬こひらかれた第5霞汎アフジカ会議は，従来のインチ夢屡中心から労傷運動・大衆運動代表

の会議とな鯵，反帝・反植民地主義の立場を瞬確にした。さらに，大戦をつうじてヨーロッパ擁民

地宗主国のカが大きく後退した．彼らは一方ではアメ夢力に従属・敏存し，縫方では戦後撰家独善

資本主義体鰹の一覆として，労働官僚（ナショナルセンター幹部〉をも殖昆地支麗の維持に動員し

た。披らは労働顧闘としてアフ夢力各地に灘邊され，発展する労働運動を植見地主義の枠内にとど

めるべく工鐸し，職権を行捜した。労働法令をふくむ麺疑地法令は労働運動を積極的に保護するも

のではなかったし，野蛮な弾圧行為も撫変わらずであった。とはいえ，植疑地支醗の§§化と主体的

な段族解敏運動の発展のなかで，戦後アジアから具体化した植野地の独立は，各種の国際連帯運動

（55年第i罎アジア・アフ夢力会議など）をともなって，中東・詫アフ夢力の独立へ，さらに無ア

フ夢力の独立へと登撰することになる。窯アフ塁力i7寿羅が独立した6暮年はギアフ婆力の年まとい

われ，こうした動きをイギ夢スのマクミラン首根はζ変革の嵐墨と表現した．

　ともあれ・第2次大戦をへたアフ壁力の労働運動隷一気に本賂化し，各地でナシ璽ナルセンター

が結成され，蔑族解敏運動の重要な一翼を撞うことになる．大衆的なひろが鯵をもつにいたった労

働運動は，労働者の独甕要求とともに蔑族独立要求をも積極的に縫うことによって，労騰運動捲導者

のなかから有力な政治捲導者を輩鐵することにもなったし，労働運動と結びついた政治騒争こそ解，
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攣藻：アフ撃力労働運動に絶する一覚書

よ鯵畢くよ鯵高水準の麟家的独立を実現させたということでもある。

　護アフ墾力のイギ饗ス籟ゴールド業コーストでは，罫年の金鉱労働者によるi寿罵におよぶスト

ライキ，躯年の失業復員兵士による街頭デモにつづいて，妥協的な保守・小ブルジ璽ア勢力に下溝を

いだくK．エンクルマや青年グループ摂4§年に会議人蔑党IC碧P〉を結成した。CP醗はゴールド誼コ

ースト労働縫合会議｛GCT鞍Clとの一体縫係のなかで．鰹の植民地に先んじて高籍水準の嚢治を獲得

し，57年3月にはガーナの独立を実現した。エンクルマは霞治政癖の首櫓からガーナの祝代首相と

な蓼，後に初代大統領となった。こ融遜程で瞬らかなように，蔀族主義的・地域優先主義的な諸政

治勢力が醜立する纏蔑地縫会において，エンクルマとC野P解合蟹的に涯餐的な支持を獲得すること

によって，蔀族講堂・簸域薄立を理密とする植民地甕局からの独立不可能譲を打破しえたのは，と

もかくも脱部族的・全霞統一的な労働運動との提携を実現しえたことぶきわめて重要であった。が

一ナの独立はその後の独立運動の撫速化に縫大な影響を与えた。

　フランス領西アフ撃力でも，47年鐙層～盛年3月のセネガルにおける鉄道労働者のストライキな

ど，灘年代はじめにかけて各地で労働縫合の結成と賃金・労麟条件をめぐるストライキが櫓次いだ．

そして，こうした動きにはフランス本蟹のナショナルセンターも積極的に縫与していた。本蟹のナ

ショナルセンターが植畏地労働者の綴織化をすすめた直接の動機は，さしあた管被らの劣悪な賃金・

労働条件が本震労働者の建かせにならないようにするためであ警，そうした経済的要求をこえた政

治的な諸要求にたいしてはおおむね消極的であった．講鋳に，縫蔑跳での経織勢力では，当辮は，

CGT（フランス労働総織盟，共産党系〉系撰猛鱗的であった。CGりドが支持された理譲は，破ら赫僅

罪労連の方錐にそって，もっとも翠くかつ積極的に鰹織化をすすめただけではなく，CGT潜フラン

ス頷露・赤道アフジカ全体をカバーする民族主義政党のアフ夢力浸主連合（羅〉A，妬年結成〉を支持

し，講者が提携して労働縫合の鰻織乾をすすめたこととも縫達していた。羅〉Aはフランス共産党と

も提携し，そのほとんど麟労働縫合運動の捲導者であ蓉，フランスのカト婆シズムにたいする宗教的

反薄者（イスラム〉の代表としての役割をも担っていた、かくして，本瞬での共産党員閣僚の更迭

につづいて，植罠地でもCGT，RDAへの綴織攻撃が行われ，これに呼癒して娼年ごろからC幹TC

（フランス・キジスト教労働者連合〉摂進懲しはじめた．こうした動きのなかで，鐙～52年には人

種差麟反薄と労働法要求のストライキ麟各地で頻発し，52年鴛鳶にフランス議会は海外労働法典を

麟寇した。しかし，CGT系にたいする聾涯はつづき，海外労働法典の適灘も不平等であった。そ

こでCGTギニア支部はセクー・トウレの捲導のもとに53年9～簸鍔に72翼鷺のストライキを灘っ

て，その平等適罵を獲得した。

　灘年代に入って，R至〉Aのもとで成長した各植野地の支翻政党ぶ露亡していった。縫方では，5§

年代辛ばから櫨蔑地労働総合の成長と本醗離れも進行した。その結果，5§年にはCGT系懇合麟アフ

リカ労働者総構盤ICGTA〉，CFTC系総合がアフ筆力猛檸労働者属盟（CAり筐C》を継織し，さらに57

年にはこれらに葬撫盤継合も換えて黒アフ墾力労働縫合総連合（難GTA翼｝麟結球された．UGTA翼

の維織構造は，①騨一方ル組合，⑫鞍一カル豪たはジージ葺ナル総合，③ナショナル縫合鰐GTA翼

の各羅支部〉，⑧UGTA餐の4屠または3麟からな滲，騨GTA餐の§的は，①黒アフ撃力の労働

者を統一し緯織すること．②縫民地体鱗その飽あらゆる形態の搾取にたいする震争において綾らの
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藤　　学　　講　　集 第59巻第6号

労働縫合活動を調整すること，③破らの道徳的・物質的鵜益を紡籍すること，④アフ夢力的労饒縫

合主義の鰹性を肯定すること，であった。なお，ここでいう「アフ婆力的労傷縫合主義」について

の萌確な定義は与えられていないが，セクー・トウレが（ヨー鷺ッパ本国の）中心的労働麹合主義

のアフジカヘの紳張の否定的影響1アフ夢力労饒総合の統一を破壊し，労働者のカを翳め，ある種

の労働縫合家たちにその穫命感を忘れさせた〉を撥橋していることとの対比でみれば，アフ聾力労

鶴運動の独自健耶纒姓を意味するであろうか。

　そして，58年9月のフランス第5共融麟憲法（ドゴール憲法〉の国畏投票にあたって・誓GTA餐

はレン」（反射による蹄時独立〉を提起したが，実際のノン蒙はギニアの§5％とニジェールの22

％にすぎず，その纏は圧舞的に罫ウィ茎票であった．その結果・ギニアは顯鋳独立し・セクー・ト

ウレが秘代大統領となった。ギニアはフランスからの懸時援助打ち窮鱗こもかかわらず，駿富のな

かの嫉隷よ参も，貧照のなかの露劇（セクー・トウレ）を選んだ民衆の高揚によって鱗壊をま灘が

れ，た。縫方で，新しいフランス共講体にとどまった飽の諸地域では，カサにかかったフランス垂こよ

る労働法媛の改悪によって，ストライキの規灘，賃金・労働条偉の押し下げがあ蓼，労傷者のあい

だに縛イ」を選ばせた指導者たちへの不満が増大した。その結果・ギニアの権威が高まる一方で・

よ警完全な独立を求める闘争撰ひろ麟鯵，勉の諸地域でも2年後の鎗年にはフランスの峯初の思惑

をこえた水準での独立を実現し，フランス共同体構懸はそれとして手澄しを余儀なくさ為た。また，

ギニアの独立によるギニア大統領謹むGTA糞会長としてのセクー・トウレの権威の高ま瞬ま，落縁

を異にする両辺諸蟹での警戒を呼びおこした。かくして，群GTA餐各蟹支離の魑有化！が緯織さ

れ，各蟹独馨のナシ葺ナルセンターぶ労働運動内部の独露の動きとして，あるいは致鰐の政治的・

行政的介入の結集として結成されていった。

　講アフ璽力でも，すでにみたように大戦中から無人労働運動の新たな高揚オ監はじまっていたが，

とくにアフ婆力人鉱鐵労働者縫合（A醗W鶏による46年の大ストライキは多藏的な影響を与えた。す

なわち，賃金改善を要求した欝万人規摸のこの空前の鉱毒ストライキをひとつの重要な契機として，

①A餐C（アフ撃力昆族会議紛，捻年結成〉淋青年屡を中心にして直接行動主義に転換し，⑧イギ

墾ス系鉱山資本の利害を代表する統一党政府ぶ無人労働総合の承認をふくむ一定の政策転換を提案

し，③これ起反発する欝人労働運動潜さらに右傾化し，④露天下麟の電機慈を背景としてアフ夢カ

ーナ一系の国畏党が鰺年に政権をにぎ滲，以後今日までかのアパルトヘイト棒講を推進するにいた

っている。アパルトヘイトはアフ夢カーナー（アフ撃力人の憲〉の書語であるアフ夢カーンス語（ア

フ壁力語の意〉で編離圭を愚昧する摂，縫会体麟化したアパルトヘイトは瞬是としての人種差

懸・騙離体融として麺握されるべきであろう。ともあれ，このアパルトヘイト体麟の推進のなか

で．無人労働運動は55年に海アフ撃力労働組合会議（SACT轡を結成し，A翼Cをはじめとする各

人種の会議灘緯織と提携して噛由憲章基く55年）を採択したが，これらの諸組織は総年3摺のシ

（6〉A餐CIA麺。徳翼atね糞alCo費蓼τes母の欝本語名は£アフ壁力蔑族会議まとしてもはや定著した犠醗にある

　解，筆者はむしろ蒔アフサ方人全羅会議達または匿アフ夢力人蟹浸会議3麟適燐であろうと考えている（擁

　鵡阪アパルトヘイト震争グ〉新たな蕩蕩ゴ文乾評論舞蹴年4鴛号を参黙〉．いず轟にせよ縫織名称の謙譲

　には漢重さを要する。
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欝蔀：アフ撃力労働運動垂こ絶する一覚書

ヤープどル大虐殺事件を契機に非合法化された（その後鱒年2月に合法化〉。罠族解放運動の波及と

アパルトヘイトの漸行によって国際的掻立を深めた南アは，磁年5月に欝ア連都から爾ア共稼醗に

移行しだ7｝．

　イギ夢ス領の詑ローデシアでも，戦後本籤で成立した労働党政癒摂灘遣した労働顧幾の援動によ

って，鉱毒麗連労麟者の綾織髭が本格飽した。黒人労働者は賃金・労働条絆だけではなく，職域上

でも差幾をうけてお撃，この点で鉱山資本，白人労働運動との複雑な薄抗縫係を樗威した。そして，

講年代をつうじて無人労働運動藻その緯織力と交渉力を高めていくなかで，灘年代後半からは纂一

デシア罵ニアサランド連蔀（白人勢力主導で53年に結成〉の解体と独立をめざす政治灘争に穣極的

にかかわって酔った。この労働運動に主導された罠族解敏運動という牲擦はニアサランドや露獄一

デシアでも瞬織であ穆，白人部費弓にのみ利益をもたらした連部は経年に解体し，マラウィ（縷ニア

サランド〉とザンどア（1舞詫ローデシア）撰独立した。また，露人勢力が65年にポー方的独立達を

宣書した（南1算一デシアは，はげしいゲ夢ラ騨争と国際麟裁の後，毅年にジンバヴエとして蓬式

に独立した。

　また，第2次大戦でもっともはげしい戦場のひとつとなった東アフ墾力のケニアでも，復員兵士

の縫合ぶ継織され，その幸心メンバー麟や解て政治纏織や労働総合の指導者になっていく．東アフ

夢力にはインド系住費も多く，インドの独立やそめ後のアジア・中東・誌アフ撃力での独立運動の

影響をうけざるをえなかった。かくして，鉄道労働者・港湾労騰者を中毒・にアフ墾力人やインドの

労鱗縫合撰結成され，賃上げや家賃瞬き下げなどを要求してしばしぱストライキを行なった．スト

ライキはそれ麿体弾涯の繋象にされたが，よ惨きびしい攻撃をうけたのは労働縫合と政治羅題・政

治綴織の結びつきにたいしてであった。穽常事態宣言の発令をふくむきびしい弾窪にもかかわらず，

労懲運動の息の根はとまらなかった．東アフ墾力諸国は総年代はじめに轍次いで独立した。

4　アフ1ノカ統一運動と労働運動

　諸蟹に先かけて独立を実愛したガーナとギニアは．アフ撃力における覆際遇帯の具捧化として，

アフジカ統一運動を積極的に推進した。それはと滲わけ羅家レベルと労働運動レベルを中心にと滲

くまれた撚・戦後における民族解敏運動と労簡運動の不懲分の縫係からすれば・それはまた当然の

ことであった。かくして，アフ筆力の労働運動は，新しい条件と課題を与えられることになる．

　アフ撃力における労働縫合の結成と結集は，縫民地宗主蟹のナショナルセンターのあ蓼方に大き

く規定されてきた。フランス領ではCGTをつうじて童舞労連につながるもの漢生漉をしめ，一部に

はカト夢ック系のCFTC（キ夢スト教労饒総譜盤1をつうじて国際キ夢スト教労連（蟹際キ墾スト教

労働続合連盟慧露CTUまたはC総C〉に縫織された。また，イギ墾ス領では，qO琴C（イギリス労働

纏合会議〉をつうじて国際白露労連につながるものが圧簿的であった。こうしたなかで，亜大陸焼模

での結集体として，すでにみたように57年i月虹は嚢アフ撃力でUGTA翼ぶ結成されたが，これは

（7〉叢稿rアパルトヘイトの歴史ま｛蓼アパルトヘイトー醇アフ夢力の現実一』新羅本餓蔽縫，欝叙年）

　を参黙．
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事実上フランス領での結集体であった。碁GTA鐸は本籤労働運動からの露立（それは必ずしも本麗

労働運動への反発ではなかった斜を前提にしていたが，やがて趨盤各羅の独立と無害の分破のな

かで，鱒年代初頭に解体した鶴。

　そして，歯舞労連が独露の地域経織をもたない（アフ撃力撞当執行委員を任命するのみ）一方で，

蟹灘嚢海労連は．飽地域の先鋸にならってアフ婆力でも大陸競模の地域紹織の結成をめざした．露除

毒嶽労連は3麟にわだってアフ夢力地域労働緯合会議｛A裂TUC〉を纏織（第i懇業57年望月アクラ，

第2羅鴬5§年叢薄ラゴス，第3攣罪鎗年貧選チュニス〉し，その鉄建にもとづいて，麟際白露労連

アフ撃力地綾羅織（至C欝丁ぴA君盆窃の設立麟宣書された。鶴設時のAぎ衰0の綴織勢力は，2§寿國，

2§ナショナルセンター，約3碁§万人といわれた。A欝盆0の準備難〈57～6§年〉における主要な簡題

は，各ナシ嚢ナルセンターが新たな地綾綾織（A欝猟）1を道義的・餅政的に支える意志をもちうるか

否かということであった．峯時の各ナシ董ナルセンターは，侮よ穆もまず嚢主難敵を確立することが

できず，自らの存立さえ竜うい状撹にあった。それらの綴織は，擁盤の下部継合からの上納金がほと

んど集まらず（そもそも一般維合員からの縫合費納入率が極端に転がった／，手持ちの基金もなく，

むしろ羅燦農索労連からの購政的支持によってともかくも存在しているの撰実態であった。それ縁ア

フ琴力における労麟緯合の経織化が一麟では植異地主義や冷戦蝿捕走結びついた上からの纏織化であ

ったこととも麗達していた。したがって，この舞政的弱点はAF蟹）成立後も容易には改蕃されなか

った．そうしたなかで．艇庫にはいわゆる紅ジャ篇一瞬題茎摂発生した。すなわち，この年隆携の第蓬

羅アフ婆力趣域労働縫合会議は．新設の地域書記としてA、麓．ジャ纂一（ガンどア労働考会議慧

GWU書寵長〉を選鐡した．しかし，撫ま穣変わらずガンビア本国での活動におわれてA羅0奉部

の活動をほとんどしなかった：うえ，綾に付託されたAF裂0の基金のうちの椿当額の流罵（綾徒不覇1

が嬲るみにでた。これにたいして，雲際密海労連執行愚は65年7爆にアフ夢力での全活動を本部書記

長の監督下におく措置をと撃，その結果・地域経織としてのAぎ羅〉の欝治独立はさらに後退せざ

るをえなかった。その後，67年には國雛§海労連本部と脱（）大会参趨のアフ婆力粟糠盟纏織とのあ

いだでAF良0再活姓化のための櫨談会（ジュネーブ会議／ぶひらかれ，翌年に予定される第5鐸ア

フ夢力地域労働纏合会議のための準備委員会を任命した。準備委員会は2つの勧告を行なった．ひと

つはA汐蟹）再活盤化のための勧告であ蓼，①労働纏合権の鋳衛，③労騰縫合緯織の激励，③各麟の

経済・鮭会発展誕露への労働縫合の参撫，⑤露交活動を援覇するための調査，⑤地蟻における貯蓄・

爆罵機構を設立するための労働考への撥鏤，などをも渉こんだ。もうひとつの継織・購敢闘題につ

いての勧告は，①、数納金の配分を国豫濤由労連25％，Aぎ艮075％とすること，②6ヵ月以内の上

納金滞納纏織までは蟹諜嚢虫労連の遜際連帯基金の醍分をうけられること，③羅擦連帯基金からの

1旛懇費捜除講度は廃鋤すること，⑧Aぎ霞0の役員轍財敢優喪の撫盤緯織による推せん繰締から選

鐵すること，などであった。そして，これらの勧告にそったA繋獲0毒霧の具膠化にはさらに4年

（8〉これとは溺に，詫アフ壁力・中東地籔では，エジプトとシ壁アの縫合センターの提案によって・56年3層

　に蟹嶽アラブ労連〔蟹舞アラブ労嚢続合連合竺互CAT勝ぶ織成さ蕊ていた．これ’はアラブ異議主義を撰導思

　懇とし，鍵簸纏織との幾孫では中立の立場をとってきた．また，マグレブ（豊アフ撃力西藻／地誠では，8§

　年i2月にマグレブ労連（マグレブ労動離合連合竺むT｛∫鯵が織紋された。
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を要した撰，7§年代のはじめには，AF盆0麟設蟻以来6倉年代をつうじてつねに瞬題となってきた溌

アフリカの労灘戦線統一開題溺新しい局颪をむかえることになった．

　アフ夢力諸羅の独立の先陣をつとめたガーナとギニアは，アフ夢力統一運動をもっとも積橿的に

推進した。58年鎗月のギニア独立の翌月には再国の蓄羅会談によってヂだ一ナ鞘ギニア連摘の結

成が宣書され，将菜の罫薦アフ夢力独立諸麟連都」やゼアフ夢力合衆蟹まなどが講懇された．しか

し，こ為ら薩蟹の鋒線は飽の諸藩に鋤してもっとも急進的（それ・が飽に先妻叢けて爾羅の独立を実理

させたともいえる濁であ穆，諸羅の独立につれて．アフ夢力諸国のあいだにいくつかの分艘をみ

ることになる．第iはブラザビル・グループであり．灘フランス領諸蟹が60～磁年に会合を重ね，

フランスと結びついたアフ夢力・マダガスカル機構｛｛JA簸，磁年9月結成〉を設立した、第2はカ

サブランカ・グループであむ，ガーナ，ギニアをふくむ無アフ夢力と認アフ華寿の急進的な諸羅が

磁年欝に結集した．第3はモンロビア・グループであ移，上鑓のカサブランカ・グループの成立

に薄航して，プラザどル・グループに縷イギ夢ス領などの諸蟹を換えるかたちで磁年5月に成立し

た。そして，こうしたグループ闘の繋抗は，63年5弩のアフ墾力統一機構のA韓の成立によって蟹．

家レベルではともかくも統一のサヤにおさまったが，労働運動レベルでの統一にはさらに驚年の年

月を要した。すなわち，以下にみる全アフ撃力労連IAAり筐UF〉とアフ夢力労連（AT奪C）の董立で

ある。

　58年3月のガーナ独立i輝年記念式典を契機に，全アフ夢力人買会議の構慈が撮趨さ為，第i画

全アフ蟹力大疑会議が講年鴛月にアクラ（ガーナ〉で醗催された・その蔑約では，アフ穿力各国の

政党．労働繕合などの露蕪で，この緯織の蟹的に賛属するすべての懸棒揃羅盤できることになってお

り．その後，全アフ夢力的媛模で各分聾懸の緯織建がはかられることになった。労働組合分野もそ

のひとつであ警，そのための準備会解5§年藍月から総織され，醗年5肩に全アフ夢力労連（全アフ

夢力労働縫合連籔窯AATU恥がカサブランカ（モ纂ッコ〉で結成された。AATU欝には38ヵ羅，

45鑓体撰結集し，本藻をアクラにおいた。麟立大会は，帝藩主義・籏浸地主義狡蝿と国焼肇葬燦難ま

の立場から，アフ夢内外の国際組織からの醗退（欝寿樗の猶予期闘のうちに〉をAAT聾F簾盤の条

緯とした。これはと静わけ羅擦嚢歯労連系縫合の立場と穏容れず，一鶴の縫合は退癒し，この条項

をも蓉こんだ焼締の採挨は第2繕大会（64年6弩〉にもちこされた．また，A欝食｛）と講じく，

AATUぎにとっても財政潤題は基本的な弱点であったが，AATU露予算はその鎗％のみを上納金

でまかない，残鯵の総％は縫会主義諸灘や友欝諸懸体からの支援に鶏待されてお蓼，ガーナ駿府溺多

額の資金を提供した。また，AAT琶ぎの実権は」．テテガー書記長（ガーナ労穰鯉合会議鞘GTUC書認

長）にやだねられたが，その運営はガーナの外交政策を反験するものであ吟，その意稼で，AATU欝

はカサブランカ・グループの労働運動版の性格をもっていた。しかし，総年2罵のガーナにおけるク

ーデターは，エンクルマ政権を打倒し，ガーナ丁奪Cを禁豊（のちに再建されたTUCはAAT駐F

を鋭遜〉した。かくして，AATUFは最大の財政的支持者を失った．66年5月のAAT慧罫臨時大会

は本部をアクラからダルエスサラーム（タンザニア）に移した。そして，総年3月にはAAT響欝と

量雰労連（W嚢丁幾の合購会議がひらかれ．帝蟹主義的穣羨にたいする共同麗争をすすめるための

Wぎ？U業AAT警F連絡調整委員会を設置した。AA孚U欝は73年のアフ夢力労働縫合統一機構

のATU鶴の成立によって解散することになるが，その反帝・反櫨蔑地主義鋒線と国擦葬撫蟹原則
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によってAF嚢0（鎗万人焼模に後退〉と講航し，その意殊で一定の歴史的役割を握ったといえよ

う。後者の原則はOATU導にも継承された．

　そして，騒家レベルにおけるカサブランカ・グループとモン鷺ビア・グループの鰐統は，労鶴運

動レベルにおいてAAぞU欝に鰐航するいまひとつの大陸規模的縫織をうみだした。すなわち，羅瞭

露虫労連擁鐙のケニア労働連盟磁F恥の提曙によって62年i月にダカール（セネだル）で結成され

たアフ夢力労連（アフ筆力労働縫合連合罵ATUClである。これは6i年5月のAATUぎ麟立大会へ

の反発をひとつの契機としてお移，鶴寿躍，償緯織潜参撫した潜，それには覆際察密労連系を中心

に，瞬際キ肇スト教労連系とこれに連なる汎アフ夢力儒擁労働者会議《CATCl系などがふくまれ

た。ATUCは鴫露で民主的な縫合主義の諸原則への忠誠遷をうたい，AATUFとこれを支持する

量雰労連に蝿航した。こうして，ともに労働運動の漉アフ撃力的統一を標講ずる2つの纏織が壷宣

するなかで，63年5薄のOA｛」の成立は労饒運動レベルでも自主的統一の必要を意識させたが，総

年懲鍔の2者協議は失数におわった。AATUFは国際葬撫襲に露執（蟹燦燦盤は外部からの干渉

と支醜の手段紅される〉し，ATgCはボ結社の濃醗（琵（）第87号条約，48年1と醗内問題不干渉

10A碁憲章〉にもとづく統一」を主張した。しかし，AAT｛JF藻その後ガーナの後ろ樋を失って混乱

する一方で，ATUCの餅政基盤はさらに弱く（撫盤上納金も内外からの財政支援もなし〉．時摂の

声瞬活動以外にはほとんど存筏を示しえなかった。かくして，これまた（）AU主導による73年の

OATUぴ成立によって，AT馨Cも溝滅した。

　そのOA讐は経年2鍔の閣擦評議会で漢アフ夢力的労戦統一問題をはじめて討議した。問題の中

心は，雲際纏織への簾盤の是葬であったぶ，2つの蟹家グループの難航麗係損いまだ克撮しきれな

いなかで，議論は結養しえなかった。しかし，総年代後半の櫓次ぐ軍事クーデターの発生などによ

って，OA響内での国家霧§孫解流動化し，2つの労働羅織の存在と鰐航縫係麟撫射的に稀薄記するな

かで，鎗年3弩には（）A讐事務総長の立ち合いのもとで，AAT鯵欝とATUCの合意摂成立し，共構声

瞬潜発表された。それは・聴代表腿は，アフ暴力労働紐合運動の統一達成と・あらゆる葬アフジカ

露擦センターから騰遺したすべての労働総合ナショナルセンターをまとめる独立した反穂蔑地主義・

反帝蟹主義のひとつの漉アフ夢力労働縫合センターの結成とに，その全灘的な支持を与える≦と遠

べていた．これ・は購らかにAAT酵ぎ綴の勝利であ滲，その後の新維織結成の準備作業もAA孚Uぎ主

導で，その憲章・規約を下敷にしてすすめられた。かくして，OA難の強力な旛導と援勘のもとに．

73年峻鍔にアフ夢力労醜合統一機構㊨AT慧U掃滅立した。その綴織名称からも瞬らかなように，

0践丁｛∫UはOAUの労働縫合（丁轡版であった。そして，AATU欝の国焼葬撫盟原則をひきついだ

OATU碁規約第8条は，ゼアフ墾力労働緯合統一機構と撫盤鰹織はあらゆる屡際労鍬組合経織から独

立する．した解って，OATUUへの擁盟は，いずれの国際労働鰻合緯織にも糠盟していない全覆組

織にだけ認められる」と焼定した。また，燈約第i条では，罫OAT望郷は各国のナシ冴ナルセンタ

ーのひとつだけを翼下に認める」と競走されている．しかし，こうしたOATUUの立雛とアフ琴力

各国の現実のあいだにはさまざまな程度にズレ撚あ滲．建前の一面的強調は新たな分裂や不統一の

原霞にもな鯵うる．そこで，実際の縫織運営にあたっては，OATU｛∫の役員ぷストには純粋な麟際

葬撫盤組織からの推せん者だけ嬢選ばれうるとか，複数懇織をもつ覆の役員立躾補・発書・投票権

などにつ験て麟鰻を課すなどの妥雛的搭鍛をとってきた。しかし，そうした運営の実際の仕方によ
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っては，新たな綴織溺題を発生させる危験も少なくない。

　ともあれ，以上の§§係を整理すれぱ，およそつぎのようになるであろう。

懸薦嗣（証し環纈騨纏｝　　　　　　一一

蒋「、i　　　主

カサブランカG

ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ

置網
モン・壱鷲別

　　　　玉総童

舞（支持〉　1（藤盤｝

麟力TAATU野ト
　アフ辞弁労連IAT慧窃

　　　　i　　　　一　　　　■　　　　　　（二重諏盟〉

　　　　ま

一ア落�@　卜
　　　　　欝73

　食　　　i蝿2　亨
　　（支持〉　　　1（撫盟〉

1撰擦麹酸労連　　（童として齪英領系か撫盟〉

アフ効地織纏繖形齢η

（二重蕊欝

i鰯

5　アフ1タカの危機と労働運動

　総年代前半に露都アフジカをのぞいて大勢を決したアフ夢力諸癬の独立は，民衆都甥待したバラ色

の夢をただちに実理することはできなかった・おくれた生産力とゆ撰んだ経済講造，人為的蟹境と蟹

幾的統合の靉靆さ，畏霊室義的経験の欠如などの負の遺産をひきついだ新興諸蟹では，いきおい政権

党・蟹家（政鰐〉・労働経合（党と国家に管理された労働運動〉の一体秘をつうじて，新縫会の建設

青椴指されることになった。した撰って，労働運嚢のカによって実覆したはずの独立蟹家が，逆に労

働総合の解散や再纒，総合捲導部の一方的入れかえ，総合活動の規鰹などを強行する事態麟頻発し

た．はやくも6書庫代後半以棄軍事クーデター潜糧次ぎ，アフ夢力諸蟹解累積積務・餓餓・貧蟹・内戦

などに苦しんだ7§～締年代にかけては，じつに総％をこえる諸藩ぶ軍事政権あるいは一党麟権力（え

てしてそれはアフ撃力鮭会の飯統や曝畏統合上の必要によって合理化されてきた1のもとにおかれる

ことになった。その結果，ほとんどの諸羅で労働者の実質賃金や付撫給轡が急速に下落し，インフレ

撰録進し，失業率も塔大した。入舞の7｛｝％が貧鐙か極貧の釈態においこまれた。ストライキ禁廷など

労働者の権利にたいする焼鰹も多くの諸蟹で実旛された・これは歓会的欝難と強権政治の悪循環であ

瞥，まさしくアフ婆力の危機であった。労働者と労働運動は生き残磐のための縫いをせまられた。

　かくして，OAT繊」結成後の労働運動の主要な課題は，一方では雇溺・賃金・聯茎を守るための

諸経争を強めるとともに，縫方では深刻化する累積蟹務溺題や南部アフ蓼力闘題での共瞬の活動を強

めることであむ，それは組織原則上の開題（蟹際葬撫蟹問題〉やイデオロギー・諮線上の蝿立をさ

ておきうるほどに共通の重大事であった。

　アフ璽力諸蟹にとっての経済・貿易条件の急速な悪化のなかで，75年2擁にACP（アフ夢力・カ
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ジブ・太平洋）46ヵ蟹と聡C（ヨー買ッパ経済共瞬体〉9ヵ蟹のあいだで，貿易・産業・金離・技

徳1協力協定（ロメ協定）オ§調律され’た。　OAT群群は77年2鐸に趨：堺労連との共催でこの開題姦こつい

ての労麟縫合会議をひらくなど，新羅蝶経済秩序飯館①確立要求の立場から，ロメ協定の適璽と

改善を求める諸活動を行なっていく。また，艇年3鍔には，馨擦霞磁労連とセネガル労働者全蟹連

合（C麓TS〉の共催によって匿アフ夢力労働者と童舞経済亀機」に聴する灘アフ婆力会議潜ひらか

れ，主として労働緯合のための活動指舞や政策経書をふくむギダカール宣言」を採撰した．さらに，

87年i2舞には，量界労連とOATUUのイニシアチブのもとで「封外積務と俵務返済に絶するアフ夢

力労働組合会議まがひらかれ，罫アジスアベバ宣諭を採択した．そこでは，アフ夢力の綾務亀機の

朦霞を分梅（主として茜灘諸国に責任があるとしつつ，アフ要力諸羅政府綴の責任も認めている〉

し．簡題解決の方法として棒撰き・緩濃しの蓬当性（アフ夢力饗1はすでに十分支払っている〉を主張

し，そのためのアフ夢力積務蟹カルテルの結成のAぴの勧告〉を支持し，アジア・ラテンアメ夢力諸

麗との連繋をうたっている。そして，89年8月には，績務危機聡題を討議するアフ勝方・ラテンアメ

野方・力夢ブ諸蟹の労働縫合会議（サンパウ膜会議〉摂ひらかれ，OAT群群代表も参越した。ここ

でも績務問題について具体的な分析と簡題解決にむけての労働縫合としての薄策畏趨がなされて

いる。

　また，債務簡題におけるアフ夢力諸国致薙縮身の責任として，さきのアジスアベバ宣言は，長年

にわたる不適饗な醗発政策，遇講な外覆資本依存，馨植畏地宗主羅の麗発モデルの摸倣，農替地綾

のほとんど完全な無視，経済の誤った管理，不安定な政治構勢，はびこる汚職などを捲締した．つ

まり，羅浸の露発的なエネルギーに依擁できない致絵や運動は必ず行き詰ま穆．失敬するというこ

とである。こうして，鍵年代にかけて，労働者を先頭とする生存と権秘のためのさまざまな形態の

闘争越ひろがった。そして・東欧諸醗での改革にも舷発さ為ながら，鱒年代にむけてアフジカ諸蟹

でも疑致移管，複数政党麟への移行ぶ本賂化しつつある。ただし．この方講が真に定着するにはい

まだ一定の暗闘が必要であ管，さらに，労働運動が真に党や馨家から欝宣することも今後の重要課

題のひとつであろう．

　さらに，アフ壁力の危機を構成する重大要鐸のひとつである南部アフ壁力問題は，①講ア粟糠覆に

おけるアパルトヘイト体麟，⑨ナミビアにおける溺アの不法統治とアパルトヘイト休講の移纏（繋

年に独立1，③ポルトガル植蔑地支醗の継続（75年にモザンビーク，アンゴラ毒虫独立1．④泣一デ

シアにおける嚢人少数支甕（欝年にジンバヴエとして独立〉，そして⑤南アによる周辺諸蟹にたいす

る経済支醗と軍事攻撃。などを内容としていた嚇，③④が一応結養した麗年代には，①⑫⑤が一屡重

大乾した。南アフ夢力では・7簿代のはじめに高度成長がおわると，そのシワ寄せをうけた黒人労傷

者による欝然発生的なストライキと纏織化の動きが強まった。購時に．盤舞的な購造不溌の到来とせ

まい鬱病露場（入費の器％に達する黛人のi人あた撃平均漸得は白人の欝分の藁こすぎない〉によっ

て新たな翰墨斎場の確録をせまられた南ア資本主義は，アパルトヘイト体翻による熟練労働力不足

（白人の熟練強姦〉と労使聡係の不安定（労鱗基本権を許されない黒人労働者たちの実力行捜の拡

大／によって，アパルトヘイト体麟の生産力的・琵薤露係的行き詰まむを経験することになる．こうし

て・欝年代末からの労働致策の手直しによって，鬆入労働縫合の法認（登録麟度〉，（白人への〉職

種留保麟度の廃止など越実施された。その結集，無人労鱒運動がさらに活発化し，全蟹鉱山労働者
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組合醸導醗・82年結成）による艇年と8？年の大ストライキをはじめ，多くの産業分野で総合結成と

強力なストライキが権次いだ、そして．85年には南アフ夢力労働緯合会議ICOSAT轡と全国労働

総合評議会傑ACT獅．86年には南アフ撃力統一労働者総合鍔WUS麟という3つの黒人系ナショ

ナルセンターが分立することになった．これは黒人解敏運動における露線のちがい解労働運動にも

ち込まれたものである。ともあれ，鴎年の3人種体鰹への移行（臼入議会→海人，カラード．イン

ド人の3鶴舞議会〉を契機紅轟鬱した黒人解放運動は，労働運動というもっとも本質的な要素を主

体にすえることによって，質的な飛躍をとげたといえる偶。こうした戦後直後甥以来の黒人労麟運動

の高ま参は．黒人労働者の賃金・労働条件の一定の酸善をもたらし，それが多国籍企業にとってのう

ま喋を減退させ，購ア撤退のひとつの引き金にもなっている。さらに，先進的な纏合は撤退補嬢の獲

得にも成果をあげている。そして，こうした深部のカの蓄積と護翻諸国をも実質的に参撫させた麟際

罐裁によって，アパルトヘイト体麟まいまやその解捧にむけて大きく方陶転換しつつある．こうした

なかで（）AT慧鷲をはじめ，盤界労連や国擦懲醸労連は，アパルトヘイト反鷲の各種の共羅行動舞の

取滲緩みや，南ア饒裁の一環としての港湾荷役ストライキなどに参画した。また、勉の緩際諸機縫に

よる馨燦会議，セミナー，醗究集会にも参撫し，蟹連，猛0，ECなどの講購ア政策紅も一定の影響

力を行緩した。さらに，購アのアパルトヘイト体凝に講航する前線諸国が8§年に結成した欝部アフ

婆力瞬発調整会議（SA獄〕C）の下灘継織である南部アフ婆力労働纏合調整協議会ISATUCC掃ま，

86年欝月に「アパルトヘイトを打破し前線を強住するまための露際会議をひらき，包括的な講講ア

蟹際鰯裁の実行と，その麟裁実施の影響や南アによる不安定紀工作とから蕩線諸国を防衛するため

の支援誹悪の具体髭を要求した。

　ともあれ，アフジカ諸国とその労鰯運動が経験した危機的状溌は，戦後盤界を媛足してきたイデ

オ腔ギー的薄統（を装った国益優先的蝿抗〉を許さないほどに深灘であった。した溺って，醗題を

労働運動にかぎってみても，少なくとも73年の（〉ATU｛」結成以来，その内部に童舞労連と蟹際霞磁

労連の難航をふくみながらも．結局はOAT獣∫を麟面にすえた溝者の実質的な協力・共嗣をすすめ

ざるをえなかった。われわれ、はこの客観的事実に養鬱するとともに，労働運動が成立しうる原点と，

労働運動統一の初歩的な原則を再確認することができるであろう。

　本稿は平成2年度文部省科学醗究費勘成醗究暖段躇における雲際労傷繕織の実態に絶する調査

醗究まにもとづく醗究成果の一蔀である．

（§）幾稿聴アフ婆力にお謬るアパルトヘイト体麟の危機と労繰運嚢ま（蓼転換期に立つ労鯵運動重瓣叡〉を参

　照．
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